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1 オキシジェンバイオセンサーシステムによる

新規抗癌剤感受性試験法の開発
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gH的ヨ これ まで我 利 ま細 胞 代 謝 を 指 標 と して

抗 癌剤 感受性 を測 定 す る溶 存 酸 素 測 定 装 置 を開

発 し予検討 を行 って きた. し か し 専 用 の 溶 存 酸 素

測定装 置が必 要で あるため , 測 定 可 能 な 施 設 が限

られ るとい う課題 があった . そ こ で オ キ シ ジ ェ ン

バ イオ セ ンサ - システ ム (以 下 O B S ) を 用 い た

組癌剤感受性 試験 に注 目 し た . 両 者 を 比 較 し 抗 癌

剤感受性試験 の有用性 を検 討 し た の で 報 缶 す る .

【/ノ~沃 】 fLL!JIJした細 胞 性 は H Sr ∴ ミ. :u Tpr()ド .

HL-60である.抗癌剤 は 7種 類 を 用 い た . 酸 素 測

定装置 は∴電極 を差 し込み装 置 に セ ッ ト し 測 定 し

た.OBSはプ レ- 卜肉に細 胞 を 入 れ ミ ネ ラ ル オ

イル を積層 し,さらにマ イク ロ プ レ - 至､ シ - ル で
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封鎖 し測定した.

【結果ヨ溶存酸素測定装置を用いた結果とOBS

を用いた各種抗癌剤感受性試験の結果は 一致 し

ていた.

監考察ヨoBSは簡便に測定することが可能であ

り,口腔内の極僅な組織量でも判定できる新規絢

癌剤感受性試験法として有用であることが示唆

された

2口腔京平上皮癌に対する浅側頭動脈逆行性動

注化学療法の臨床的検討
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卜澗空偏 平 上皮 癌 に対 し浅 側 頭 動 脈 逆 行 性 動 注

化学療 法 を施 行 した患 者 14例 につ い て臨 床 的 検

討 を行 った∴性別 は男 性 7例 ,女性 7例 ,平 均 年

齢 71歳 ,原 発 部位 は,上 顎 簡 肉 射利,頬 粘 膜 逢

例 ,~舌 3例 ,口 底 2例 , 卜顎 簡 肉 1例 で あ っ た.

動 注 化 学 療 法 は 血管 透 視 机 二浅 側 頭 動 脈 よ り逆

行性 に カテ -テル を挿 入 し,腺 癌栄 養血管 に超 選

択 的 ,また は,外頚 動 脈 に選 択 的 に留 置 した 抗

癌 薬 は 30mg/m2で 1週 間 に 招 ,‖貸与 し た .

rl)111'持 Ij量 は 1川1111gか LTHi70111g＼∴ 半1-:J

366.1mgで あ っ た.動 注 回 数 は 射 B掴 らゝ 且0回 で,

平 均 6.8回 で あ っ たさ臨 床 的 治 療 効 果 判 定 で は,

CRが 10例 ,PRが 射 列で 秦効 率 は 100% で あ っ

PRの 射 列の うち 2例 は抱 癌 状 態 で 生 存 ア2例 は

その 後 の治療 に もか か わ らず腺癌 死 で あ った.本

療 法 は経 静 脈投 5-i-よ りも治療 効果 が高 く,副 作用

も少 な い こ と よ り有 効 な治 療 法 で あ る と思 わ れ

た.


